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高 師 村 長
本間高等女学校長　など45～46人
午後６時から晩餐会招待
於 偕行社、洋食
図12　大正２年10月１日の行動空間
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陛下からは後日に揮毫して差出すよう御沙汰
があり、それを奉呈することに感激し、聖恩
を感じたとする。
　その一首は、
　「御いくさのむれに入るこそほまれなり
　　　　こたひのみかわ身の終りまで」
であると記している。
　そんなこともあって陛下の玉車に呼ばれ、
伏見宮殿下の待座する前でいくつかの下問が
あったとする。
　まず健康について問われ、職務に支障ない
と自覚していると奉答すると、次に馬の様子
を問われ、不良馬を除きつつあり、改良中。
とくに三本木の馬が優れていると奉答した
と。すると伏見宮から、師団に優逸な馬はい
るか、また師団長の乗馬レベルも問われた。
前者については特別な馬はいないが、実用に
は足ると奉答し、後者については田舎師団の
田舎馬なので、時に失態すると昨日の名古屋
での一幕を奉答すると、陛下は笑ってそんな
事は他に幾らでもあると言われたと。
　そのさい、陛下は明治39年の大学校参謀演
習旅行で病気だった自分が反動のある馬に乗
れなかったことを覚えていていただいたのだ
とまた感動している。
　ついで師団の衛生状態は良好で、入院者数
も半減したこと、また高師の兵営の水は不良
ではないが量が十分ではないこと、受刑者数
は変らないが軍紀を厳しくした結果であるこ
と、豊橋は気候温暖で、年中の雨量も少なく、
演習地も良好なこと、なのに軍隊教育の結果
が伴っていないことを反省していること、ま
た退役歩兵少佐大戸直則の在郷軍人会での功
績大なことも伝えている。そしてもう一点、
車中で楠瀬陸軍大臣らに天伯原御料地のうち
必要部分を演習地に借用依頼をし、内諾を得
ている。
　そして国府津で下車し、夜半に帰宅してい
る。
　この宮廷列車への同乗は井口師団長にとっ
てまぎれもなく光栄であり、高師師団の実情
を伝え、また御料地の一部の借用を得るとい
うメリットもあった。陛下や殿下との信頼関
係が確保されたことがそれを可能にしたのだ
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●
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靜岡
沼津
●
●
○
国府津
東京
新橋
伏見、閑院両殿下
渡辺宮相
原内内相
長谷川参謀総長
福崎関東都督
楠瀬陸相
本郷陸軍次官
藤波子爵
松井愛知県知事
大島神奈川県知事（沼津より）
ほか
○
名古屋 8：10 発○
名古屋から東京への宮廷列車に乗車し奉送→陛下は時々両殿下、諸官を逐次召され、御下問あり。
〔伏見宮御殿下から井口師団長への御下問〕
天伯原御料地の
必要鳴る部分を
演習地へ借用
内諾
〔井口師団長から陸軍大臣へ〕
１．健康状態→益々健全
２．馬の状況→一般に佳良、三本木の馬が良好
３．優逸な馬→実用に足る馬
４．師団長の馬は最上を選べと
５．人の衛生状態→入院者は半減
→高師兵営の水質不良かつ水不足
→豊橋の季候温暖で演習地良好
図13　大正２年11月18日の行動空間
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ろう。
　（5）師団長の生活空間行動
　以上、日記から各領域毎に師団長の動きを
事例的に抽出して地図上に示してきたが、そ
れをまとめて示すと図 14 のようになる。
　ここでは軍隊の目的の移動は省き、日常的
な行動のみに限定した。
　それによると官邸からは衛戍病院でのもっ
ぱら歯の治療を除けば、そのほとんどは豊橋
の市街地への移動が多い。図中にも示したよ
うに、その移動目的は多様だが、生活上の移
動目的はほとんど一般市民と同様だと思われ
る。ただし、会議は仕事としての会議に買物
や見物が加わったりするため、少し特殊で行
動範囲は広い。会食も同様で、色々な市内の
団体からの招待も多く、それも会議目的と重
なるケースがみられる。また豊橋駅へ見送り
や出迎えをするケースも多く、それも仕事と
非仕事が重なる。
　それに対して買物は奥さんや子供との買回
りが多く、市内の中心部を中心に曲線を描く
ようにあらわれる。
　目的別に移動線を表現したかったが、複数
目的の移動もあり、複雑化したので、線だけ
で示した点、わかりにくくなってしまった。
　全体としては、当時、人口５万人あまりの
都市規模であり、東海道を軸とした比較的単
純な都市構造への対応が同じく単純な移動空
間を形成していたとみることができる。
　
　　５．おわりに
　本稿は1912年11月27日から1915年１月25日
の２年間あまり豊橋の陸軍第15師団長として
在任した井口省吾が書き残した日記をもとに
同師団長がどのように活動し、地元とかかわ
りをもったのかについてその移動空間を明ら
かにする点を中心に検討した。
　在任中、毎日日記は欠かさず記されており、
その中には師団の中だけの勤務や直接地元と
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図14　師団長の市内での行動空間（抄）
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関係のない記録も多く、そこで記録の中から
赴任と着任時をめぐる交流の移動空間、地元
とのかかわりでみえる豊橋への視点、本務で
ある訓練と演習の移動空間に絞って、それら
が集約されている日記を抽出し検討した。
　それをまとめると次のようになる。
　（1）井口省吾師団長は幼少期から明治維新
直後の環境変化の中で、厳正な家庭環境と教
環境に恵まれ、軍人の道をエリートとして歩
んだ。陸軍士官学校や陸軍大学校で学び、教
え、ドイツで学び、とりわけ日露戦争では厳
しい戦争体験を乗り越え、帰国後は51歳で陸
軍大学校校長となり、そのあと58歳で第15師
団長として豊橋へ赴任してきた。教育、研究、
実践の豊富な経験をふまえ、それを集大成し、
指導力を発揮した形で臨んだといえる。した
がって、基本理念の軍隊教育における国体維
持思想をベースに、機敏な行軍力を養う教練
の重視に加え、研究心を教育しようとする点
に幅広い指導力があらわれていた。それは赴
任直後の訓示（12月27日）からもわかる。
　（2）着任時は地元豊橋地域のみならず、第
15師団が管轄する静岡、浜松での各連隊の視
察もあり、東海地方全体への目配りもきちん
と行い、各組織については単なる巡検に留ら
ず、情報収集と適格な指導を行っている。
　（3）訓練はもっぱら第15師団の練兵場や高
師原と天伯原の演習地で行なわれ、練兵場で
は個人の技量、演習地では組織的訓練が行な
われている。第15師団は騎兵に力点が置かれ、
その訓練にも３騎兵連隊を中心に南部の広大
な演習地が利用されている。
　（4）より実践的な演習は師団外の一般民家
のある農家、町、河川などをフィールドとし
て行なわれ、本稿では浜名湖北部、豊川下流
域、西尾周辺などの事例を示した。
　（5）そのような演習や巡検を利用し、各地
の歴史的文化的施設や動物園を訪ねる行動も
みられ、井口師団長の関心の幅広さがみられ
る。
　（6）地元豊橋との交流では師団側や地域の
色々な組織が主催する会に出席しており、師
団側主催の場合は、地域の指導者層が招待客
として選ばれている。多くの場合、国会議員
や市長、郡長、学校長などは必ず招待され、
地域の指導者を重視していることがわかる。
しかし、当時の豊橋の経済界がまだ十分でな
く、経済界からの招待客は少ない点で、当時
の豊橋（人口約５万人余）の状況が反映して
いる。
　また赴任当初の商業学校からの寄付依頼を
めぐり、豊橋政界の党派的状況を知り、当初、
政界へのアクセスは慎重であったことも、当
時の豊橋政界の状況が反映している。
　そんな中で個別的ではあるが、身体障害団
体への寄付とか、神野新田への馬糞の提供な
ど、地域との交流には留意していることもう
かがわれ、在任中に市民との摩擦の記録はみ
られない。
　（7）また当然であるが、師団長も日常生活
での買物は夫人や子供と同行するケースが多
く、そのほかの用件での私的な移動も多々み
られる。その多くは軍の衛戍病院などを除け
ば、ほとんどが豊橋市街地へ出かけており、
それなりに市民との交流もあったように思わ
れる。
　以上、井口師団長の豊橋在任中の日記から
うかがわれる行動空間を追った。目的により
その空間は官邸、師団指令部、練兵場、演習
場という師団空間が大半で、買物や会合など
は豊橋市街地が主、野外演習や他の連隊への
巡検、視察がほぼ東海地域の枠内で展開した
ことがわかる。師団という軍隊組織ではある
が、師団長の才量で地元との交流も図られて
いたことも知られた。
　ところで井口省吾のいわば豊橋日記は詳細
であり、今回は筆者の関心事で若干の記録を
簡単にまとめたにすぎない。そのため、より
全体のデータから総体をみる工夫も必要であ
り、また前任地である陸軍大学校時代との比
－ 97 －
井口省吾陸軍第15師団長の豊橋における行動空間 （23）
較も興味深いように思われる。
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